物理学ＢＩ宿題

提出日    　　　月   　日

学籍番号

氏名

第３回の残り
【問３】点Oを中心とする半径Rの球面に電荷が
一様に分布している。球面上の全電荷は
Qである。



１）点Oを中心とする半径r（>R）の球面を考える。球面上の点Pにおける電場ベクトルをE、球面の微小面積素片をdSとして、ガウスの法則を書きなさい。
 
ヒント：点Pにおける、球面の法線ベクトルは 
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となる。 

２）電場ベクトルEを求めなさい。
ヒント：電荷分布が点Oに関して球対称なので、 電場ベクトルEは球面の法線方
向を向き、距離rだけの関数となる。 

３）r<Rの点P'での電場ベクトルE'を求めなさい。
ヒント：同様に、点Oを中心とする半径r（<R）の球面についてガウスの法則


応用する。ただし、内部の全電荷はゼロ。
  第４回 

【問１】原点O(0,0,0)に電荷+qの電荷がある。以
下の問いに答えなさい。


１）点
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に1Cの試験電荷Tを置いた。Tの受ける力を求めなさい。

ただし、
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とする。

ヒント：ｒ方向の単位ベクトルはr/r。
２）Tを原点Oの方向に微小な距離
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動かすのに必要な仕事は
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であることを示しなさい。

ヒント：電場の向きと移動の向きは反平行。
３）点
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の電位が
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となることを示しなさい。ただし、基準点を無限遠とする。
ヒント：無限遠が基準点なので、点Pの電位は
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（ここで、積分の約束からdr→ - dr）
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